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明日は天気になあれ明日は天気になあれ

P1   　大きな大きな感謝を込めて

P2　　ボランティア募集　

P3　　お知らせ

P4　　ゲストティーチャー交流会【報告】

今月の主な内容

6 月号

-1-

大
き
な　大きな　感謝を込め

て

大きな　大きな感謝を　込めて

紙芝居サークル「原っぱ」

設立：2004 年

紙芝居を「演じる」ことで、その面白

さ、奥深さを伝えてくださっています。

小・中学校や福祉施設を中心に活動さ

れています。

増田孝子さん

活動：１５年以上

車いすユーザーとして、

これまで多くの小学校

で「自分らしく生きること」を力強く

伝えてこられました。

ウロコの会

設立：1996 年

ボラティアセンターの講座参加者で

結成されたグループです。会員間の親

睦、情報交換のほか、ボランティアま

つりなど、グループ懇談会の企画に、

長年にわたり携わってこられました。

いつもありがとうございます

４月２０日、地域福祉大会で上記の方々へ、長年の活動に感謝を表し「ボランティア功労表彰」

が行われました。改めて本当に多くの年月活動されてきたことを感じました。

皆様、本当にありがとうございます。そして、これからも笑顔でご活躍ください。



 

 

―2― 

 

 

 久米川町に住む 70才の男性です。読書や音楽鑑賞がお好きな方です。車いすを押して、 

外出の付き添いをしていただける方を募集しています。 

 ◇日時 月１～２回程度 火曜日の午前または午後、1時間程度（応相談）  

 ◇内容 中央図書館、郵便局等への付き添い（車いす介助）  

※月１～２回、本の返却をしていただける方も歓迎です。  

 ◇募集 1名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

                        

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア募集

やってみようかな？と思ったら、ボラン 

ティアセンターへ！内容のお問い合わせも 

お気軽にどうぞ♪☞連絡先はｐ１、４ 

 

【継続】 みどりの森 利用者の作業・ウオーキング補助 

 

野口町にある、主に知的障害を持つ方が通う施設です。利用者さんと一緒に 

軽作業やウオーキングをして下さる方を募集しています。 

◇日時 月～金 9：00～16：00の間 

◇内容 利用者さんの作業補助、ウオーキング補助 

◇募集 大学生以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

【継続】 高齢男性の車いす介助・外出付

き添い継続】 高齢男性の【継続】 高

齢男性の車いす介助・外出付き添い車い

す介助・外出付き添い 

【継続】将棋のお相手 

 

白十字あきつの里では男性利用者さんの将棋のお相手を募集しています。将棋の強さや性別、年齢は問いませ 

ん。気軽に将棋を楽しんでもらえればと思います。 

◇日時 月・水・金のいずれか １３：００～１４：００ ※来られる曜日で構いません 

◇場所 白十字あきつの里 交流スペース （秋津町３－４１－６５） 

◇内容 利用者さんの将棋の相手 

◇募集 学生可(大学生・専門学校生等) 

 

 

【継続】 施設で暮らす男性の付き添い 

 

さくらコート青葉町で暮らす６７才の男性です。買い物や近隣の散歩をする際に、 

どなたか付き添っていただけませんか。 

◇日時 平日でご都合のよい日時（半日程度） 

◇内容 買い物の付き添い（さくらコート青葉町～東久留米のショッピングモール） 

◇募集 １～2名  

◇その他 買い物先までは施設職員が送迎します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティアネット 5月号に誤りがありました。大変失礼いたしました。 

5月号 №３８７(通巻№ ４４８)→№３８７（通巻№ ４４９） 

本町高齢者見守りネットワーク 

「本町だいじょうぶだぁネット」報告会・研修交流会 

 ◇日時 6月 15日（土）１１：００～１３：００（１０：３０受付開始） 

 ◇場所 久米川病院 多目的室（天王森公園側の入口）（本町４－７－１４） 

 ◇内容 （第一部 報告会） 令和 5年度活動報告・決算・監査報告、令和 6年度活動計画・予算、運営委員の紹介 

       （第二部 研修・交流会）「睡眠時無呼吸症候群について」 

                      講師：星 作男医師（久米川病院 呼吸器・アレルギー専門医） 

 ◇申込み 参加ご希望の方は、下記にご連絡ください。 

        ・東村山市社会福祉協議会  TEL ３９４－６３３３ 

        ・中部地域包括支援センター TEL ３９４－６６６２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録の更新、お早めに🐤🐤 

令和６年度ボランティア登録更新をお早めにお願いいたします。７月号以降は、更新されていない方や団体にボラ

ンティアネットおよびその他お知らせを送付できませんのでご留意ください▶▶ 更新手続き ６月２９日（土）まで 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございました～東村山市視覚障害者友の会～ 

「視覚障害者友の会」は、１９７８年から長きにわたって 

活動を続けてこられましたが、2023年度末をもって、 

会としての活動を終了されました。福祉学習をはじめ、 

様々なシーンで活躍されてきました。 

これまで本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

      

 

 ―お詫びー 

―３－ 

特別養護老人ホームハトホームでは、ボランティアさんを募集しています。ご自身の体調や天気、予定に合わ 

せて活動できます。 

◇日時 月～金 ９：３０～１６：００の間で、ご都合のよい日時 

◇場所 特別養護老人ホーム ハトホーム（富士見町２－７－５） 

◇内容 ①中庭の花壇の整備  ②車いすの清掃 （屋外での活動） ③楽器演奏など（一定の距離が取れる内容） 

◇募集 各１～２名(小学６年生くらいからOK) 

◇その他 動きやすい服装、水分・タオル持参 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア募集

【継続】花壇の整備、車いす清掃、特技披露 

 

どなたでも自由に、 

ご参加いただけます 



社会福祉法人 東村山市社会福祉協議会 東村山ボランティアセンター 

〒189-0022 東村山市野口町 1-25-15 

ＴＥＬ 042-396-1533 ＦＡＸ 042-393-0411 

開所日 月～土曜日（祝日を除く）9:00～17:00 

E-mail vc@hm-shakyo.or.jp  

 東村山ボランティアセンター X（旧ツイッター） →→→ 

 

社協（地域福祉活動計画） X（旧ツイッタ―）@pontakun_hm → 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
気が付くと今年ももう半分が過ぎようとしている。ぼーっとする気持ちに読書でもと思い、 

「80 歳いよいよこれから私の人生」のタイトルと内容紹介に興味を抱き読みました。人生を 

心豊かに生きる心構え、ヒント、又社会福祉協議会の内容紹介、福祉の大切さ等、改 

めて実感させられました。老後の自分に少し喝と安心感が入りました。（秋津町 S.I） 

 

 

編集後記 

☆この広報紙は社会福祉協議会会費及び寄付金を財源に作成しています。 

－４－ 

 

◇開催日 令和６年３月２９日（金）１０時～１１時半 

◇参加者  ２１名 

  

ゲストティーチャー交流会 報告 

 

学校の先生より 

ゲストティーチャーのお話を聞いて、

子どもたちはその人の生きる力を感じ

た。いろいろな人がいて社会がある。 

多くの人と出会い、子どもたちも前向

きに生きていってほしい。 

 

 

学校での福祉学習にご協力いただいたゲストティーチ

ャーの皆さんと、学校の先生方にお集まりいただき、ゲス

トティーチャー交流会を行いました。 

令和５年度の活動を振り返り、ゲストティーチャーから

感想やご意見、先生方からは学習後の子どもたちの様

子や先生方の学習に対する思いも伺うことができまし

た。その際のお話を、少し紹介します。 

今回の学習後、子どもたちから、駅で

障害のある方の手助けをしたと報告

があった。子どもたちの柔軟な対応に

驚かされた。大人の方が構えているよ

うにも思う。 

車いす体験では、少しの段差でも気づきがある。

２月には体験の報告会があり、子どもたちは一生

懸命準備する。 

運動会、音楽会などにもゲストティーチャーを招

き、交流できるとよい。 

 

 

 

 

 

ゲストティーチャーの皆さんより 

子どもたちの様子で、対応や話の内容を変えて

いる。 

障害があっても楽しく生きていると伝えるよ

うにしている。 

子どもたちの感想に、「一緒にスポーツができた

らいい」とあったので、今後何か一緒にできた

ら嬉しい。 

学習後、福祉のつどいやボランティアまつりの

手話体験コーナーに来てくれて嬉しかった。 

 

子どもたちからの質問を重視している。子ども 

たちから学ぶことが多い。 

 

令和６年度も、先生方とゲストティ
ーチャーと意見交換をしながら、子ど
もたちの心に残る学習を進めていき
ます。 
ご参加いただいた皆様、ありがとう

ございました。 

mailto:vc@hm-shakyo.or.jp

